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基本目標 地元をにぎわすしごとづくり

基本施策 価値ある産業を残す事業承継支援

今後、後継者不在のため廃業する事業者の増加が懸念されるため、事業を承継する後継者を確保し、価値ある
既存産業が受け継がれていく必要があります。

本町の経済を支える事業者の事業が円滑に引き継がれることで、地域に必要な製品・サービスが将来も供給さ
れ、雇用の場が確保されることを目指します。
さらに、地方での就業や移住を望むＵＩＪターン人材が事業を引き継ぎ、当該事業が発展することで人材をさらに
惹きつける好循環の醸成を目指します。

・町内の小規模事業者のイメージが向上するよう情報発信等に取り組みます。
・後継者・新規就業者獲得に向けた情報発信、空き家等を利用した住居支援、町内の事業者等の元で行う体
験・研修により、後継者・新規就業者の発掘や育成を支援します。
・移住等希望者と事業者を繋ぐ機会の創出や移住希望者に伝わりやすい情報発信、事業者・承継希望者のニー
ズに即した支援策を検討します。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

商工業振興事業
費

産業振興課
町内３商工会に助成し育成強化に努めるとともに、県の中小企
業への融資制度に協調する等により、町内の中小企業の活性
化と振興を図ります

32,211 30,958 Ａ  
4-07-
12

観光振興事業費 産業振興課
町観光協会と協力して、観光宣伝等を実施することにより、積
極的に観光振興を推進します 43,469 31,711 Ｂ 2-48

4-07-
14

観光資源保全事
業費

産業振興課
観光施設の適正な維持管理、観光地の美化により観光資源の
保全を図ります 44,218 27,209 Ａ 2-49

4-07-
15

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価
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評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○町内事業者の事業や商品を紹介する情報を発信する（事業者）。
○異業種間の交流・連携の場を作るなど、合併・買収をサポートする（事業者）。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①町外からも人が来るように、ハローワークなどにも求人を出す。
②南知多町は、内海、豊浜、師崎と３つの商工会があるが、武豊町など大きい所では１つしかない。今後、小中学校など町全体として考えるのなら、商工
会も１つにして、町全体として考えていかないと連携ができない。町が育たない要因の１つに思う。昔のしがらみを解き、新しい風をいれるべき。
③町内の事業者はもっとインターネットでの情報発信・SNS活用を上手に使いこなすべきだと考えます。町内の情報をネットで調べようとしても、なかなか求
める情報に行き着きません。現存のページについては、利用者目線での見直しをして頂きたい。また、事業者対象の情報発信・SNS活用講座の実施など
検討されてはいかがでしょうか。
④必要な産業、事業所でも後継者がいないならば、吸収合併し買い取る会社もある。後継者不足の企業はインターネットで調べても見付からないことがあ
るので、具体的な企業情報を拾えるように、町のサイトでも外部委託でも認知されやすいようにする。
⑤廃業を予想している黒字企業と吸収合併、事業継承希望の者を仲買すると良いと思います
⑥現在でも取り組んでいるが、海無し県の学校の体験学習の受け入れを、町も積極的にサポートして、町の魅力を発信し、訪れた生徒が成長し再び訪れ
たくなるような事業とする。
⑦小学生や中学生の職場体験を受け入れて、AIに負けない、必要不可欠な職業である事を知ってもらう。後継者に悩む事業者に対しては継承を前提とす
る従業員の賃金等を補助する。
⑧全ての産業、頑張っている人の紹介。人材バンク（派遣ではない）を立ち上げ、情報として共有してはどうか。

現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ６）
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